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酢酸カーミン法による細胞学の研究史

湯　浅 明＊

　細胞学，特に植物細胞学の発展は1900年前後からであり，水を媒体とした顕微鏡による

生体観察は，しだいに固定染色法によるものと代り，二次の世界戦争をへて，新しい技術

と方法による観察法が用いられるようになった。特に生体についての観察が再び盛んにな

る一方・固定染色法によるものも，染色体のband観察のように，全く新しい染色法も考

案された。

　このような光学顕微鏡による観察が進められている間に，電子顕微鏡の使用が盛んにな

り，生物体の微細構造の研究が分子レベルに接近しつつ進められた。

　この間を通じて1880年頃から採用された酢酸カーミン液による固定染色法は，固定と染

色を同時に・しかも急速に行い・染色質を濃厚に染め，さらに，生体を余り損なわずに染

めだすなどの利点と，その方法や技術が簡単であることのために，しだいに改良を加えら

れっつ，ある時はパラフィン法を凌駕しつつ，またあるときは補助的方法として盛んに利

用され，Belling（1921）やTa｝・10r（1931）の改良その他によって新しい進路を開発した。

　二次の世界戦争中，戦争に関係ある諸国では，器具，試薬，薬品の欠亡や不充分さのた

めに，簡単な酢酸カーミン法が専ら用いられる傾向であった。

　酢酸カーミン液（aceto－carmine　solution）は，45％酢酸を煮沸し，これにカーミン

（carmine）の粉末を飽和するまで溶かし，冷却してから漬したもので，染色体数の算定や

染色体のラセン構造の観察には，なくてはならないものである。鉄イオンが少し入ると，

さらに暗紅色に染色質を濃染する便利さがある一方，染色質以外のミトコンドリアや色素

体などを淡染する便利さもある。

　多く植物細胞の染色に用いられたが，動物細胞にも利用でき，たとえば唾腺染色体の観

察や，カエルのおたまじゃくしの尾の細胞の観察などにはすぐれた効果をあげている。動

物細胞の場合には，カーミンの代りにオルセイン（orcein）が用いられ，　aceto－orcein

solutionとしてつかわれることが多いが，逆にこの方法が植物にも利用されている。

　カーミンの代りにメチール緑（methyl　green）を用い，酢酸メチール緑溶液として用い

られることもあるが，染色質の染色が淡く，対照も不充分なので，あまりつかわれない。

　カーミンを初めて用いたのはSchneider（1880）で，45％酢酸100cc中に1／29以下の

カーミンを入れたものを動物の核の染色に用いたのがはじめである。1897年に石川（千代

松）もネギの染色体研究になすりつけ法で酢酸カーミン液や，酢酸メチール緑液を用い，

染色体はよく染るが，細胞や染色体をふくらませ，永久的でないとしている。

　しかし，その簡便にして効果のよいことから，酢酸カーミン法が，しだいに観察法の中

に浸透していった。1921年にBellingが酢酸カーミン液に鉄イオンの痕跡を加えることに
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よって，染色質の固定染色にきわめて好結果をえてから，これを利用する研究老が多くな

った。

　Belling（1921）’はSchneiderの方法に鉄イオンを加えるのに，材料を鉄の針などでス

ライド・グラスになすりつけるか，水酸化鉄（ferric　hydrate）水溶液の2～3滴を45％

酢酸カーミン液に加えて，溶液の色が暗色になったものを用いた。

　染色体を見るために花粉母細胞を用いる時は，材料をスライド・グラスになすりつける

方法（smear　method）か，スライド・グラス上に落した1滴の酢酸カーミン液中で材料

をおしつぶす，おしつぶし法（Squash　method）がつかわれる。

　Belling法はHeitz（1926），　Taylor（1931），　Newton（1927）などによって改良が加え

られ，変法を生じた。

　Heitz法は，材料（莉など）をCarnoy液（無水アルコール2または3＋氷酢酸1）で

固定し，スライド・グラス上において酢酸カーミン液をかけ，カバー・グラスをかけて押

しつける。ミクロ・バーナーの上で手早く煮沸する。染色体は濃赤色に，細胞質は染らな

い。Heitzの煮沸法（Zupf－Koch・Methode）ともいう。

　Taylor法は，材料をスライド・グラスになすりつけ，これに酢酸カーミン液ではなく，

固定液（Tay］or液）をかけて，固定し，　Heidenhainの鉄明馨ヘマトキシリンで染色す

るもので，なすりつけ法が酢酸カーミン液以外の場合にも有効であることを示した。

　Newton（1927）は，なすりつけ法による材料をLa　Cour液その他で固定し，1％ゲン

チアナ紫水溶液で染色し，ヨード沃化カリ液で処理してから無水アルコールに入れ，クロ

ー
プ油で染分けを充分にし，キシロールを通してから，カナダ・バルサムに封することを

おこない，なすりつけた材料をゲンチアナ紫水溶液で染色した後に，永久プレパラートと

しうることを明示した。この考えによって，酢酸カーミン液で染色した材料がスライド・

グラスについたまま，あるいはカパー・グラスについたまま10％酢酸に入れ，80％アルコ

ー
ルから無水アルコールを通してシダー油に入れ，カナダ・パルサムに封じて永久プレパ

ラートとする方法が考案された。

　1933年にPainterやHeitz・Bauerによって唾腺染色体の意義が明確にされて，その固

定染色剤として酢酸カーミン液がクローズ・アップされたが，同時に，酢酸オルセイン液

が称揚された。従来，この液は動物細胞学に用いられ，核や染色体の染色にしぼしぼ用い

られ，染色体を濃紫色に染める。

　酢酸オルセイン液が酢酸カーミン液と同様に，植物の核や染色体染色に利用できること

は，La　Cour（1941）によって提唱され，篠遠（喜人）（1946）は，このことを日本に紹

介し，逆に酢酸カーミン液が動物細胞学に利用しうることは，1947年に牧野（佐二郎）が

提唱した。

　カーミンは，コチニール（cochinea1）から精製したものであるが，コチニールはカイガ

ラムシの1種縢脂虫（COCCttS　cacti　coccinillifera）の体を乾燥して粉にしたものであり，

赤色の色素粉末である。オルセインは地衣類の1種Lecanora　Parellaから抽出した色素

で弱酸性の紫色の色素粉である。

　1665年（寛文5年）Robert　Hookeが“Micrographia”中に発表した細胞観察の記録は，

観察媒体として水を用い，ペンナイフでコルフの一部をとって見たり，ニワトコ，パルプ，

ウイキョウ，ニソジン，ナベナ，シダなどの髄，木炭などを見ている。

　桂川甫周が1802年（享和2年）に“顕微鏡用法”を著作しているが，水を媒体として示
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し，1811年（文化8年）の栗本瑞見の“千虫譜”，1828年（文政11年）の岩崎灌園の“本

草図譜”の中にも顕微鏡による自己の観察があり，その媒体として水を用いている。

　宇田川熔蓄は1833年（天保4年）に“植学啓原”を著わして，その中に“細胞”という

言葉を初めて記しているが，やはり顕微鏡を用いて観察し，媒体に水をつかっている。

　1824年（文政7年）にDutrochetは“Recherches　anatomique　et　physiologiques　sur

la　structure　inteme　des　animaux　et　des　v696taux　et　sur　leur　motilit6”を著述して，

細胞説に先じて，生物の構成単位は細胞で，生物体は細胞およびその産物から成ることを

示唆し，生長や分化発育を決定する重要な単位は細胞であろうという卓見を発表したが，

顕徴鏡観察には水を媒体として用いている。

　1838年（天保9年）にSchleidenは“Be三trtige　zur　Phytogenesis”を，1839年には

Schwann　が　“Mikroskopische　Untersuchungen　Uber　die　Uebereinstimmung　in　der

Strsektur　und　dem　Wachstum　der　Tiere　und　Pflanzen”を発表して，細胞説が成立し

たが，2人とも研究に水を媒体としている。

　1844年（弘化元年）にはvon　Mohlが植物細胞の構造を研究し，マツ，コケ，ニワト

コなどの細胞の観察に媒体としてヨード沃化カリを用い，植物の毛の観察に水を，ウラボ

シの細胞の観察に硫酸を用いている。この観察で細胞中に細胞を生ずるという異常な細胞

分裂を強張している。1855年（明治18年）にはvon　Mohlが莫緑体の観察を行っているが，

この研究にも媒体は水をつかった。

　1848年にHofmeisterはムラサキツユクサの花粉母細胞に，はじめて染色体を見ている

が，媒体には水を用い，しかも，観察はきわめて精細である。さらにHofmeisterは1849

年（嘉永2年）に被子植物の胚形成を研究し，胚嚢中に入った花粉管が花粉管の雄性核を

送り出すようすを見ているが，観察の媒体は水である。

　1844年（弘化元年），1846年にN江geliは細胞は細月包に由来することを述べ，1855年（安

政2年）にはVirchowが有名な“Omnis　cellula　e　cellula！”を主張したのも，水を媒

体とする観察を基礎としている。V▲rchowはなお，1857年に核分裂について観察してい

る。この翌年1856年（安政3年）に飯沼慾斎は“草本図説”草部20巻を完成しているが，

この際の顕微鏡も水を媒体としている。

　これらの研究に少しおくれて，1880年（明治13年）にBaranetzk｝・が水でムラサキツユ

クサの花粉母細胞の染色体に，はじめて染色体のラセン構造を見ているのは興味あること

である。

酢酸カーミン法の導入

　水を媒体とする生体観察から，材料を固定して染色する方法が1900年代の後期におこな

われるようになり，それと同時に材料をうすい切片とする方法が論じられた。

　固定染色しながら切片としない方法の一つとして酢酸カーミン液が考えられ，1800年代

の終り頃から利用されたが，まだ充分な発展をしない中に，固定してから切片として染色

・する，いわゆるパラフィン法（paraffin　method）すなわち永久プレパラート法（perma・

nent　preparation　method）が急速に発展し，切片をつくるための器械が考案された。

　1870年（明治3年）ごろにMinotがいわゆるMinot式ミクPトームを考案して，こ

の要望に答えた。Zlmmermannがこれを製作し，この頃から切片をつくるためにミクロ

トーム（microtome）という器械が出現した。1882年（明治15年）にFlemmingが，　Fle・
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mming固定液を考案し，“Zellsubstanz，　Kern　und　Zelltheilung”を著述して，“Omnis

nucleus　e　nucleo！”と唱えたのも，固定にFlemming液を用い，切片とするのにミクロ

トームを使用した結果であった。

　ミクロトームの出現によって，固定染色による研究法が著しく進捗し，各種の固定液が

考案されて，染色法も研究された。

　ミクロb一ムがはじめて日本の植物学教室に伝えられたのは，1888年（明治21年）のこ

とで松村（任三）がドイツ留学から持帰ったものである。松村は分類学，形態学の学生実

験にミクロトームを使用し，植物学教室に出入する学生に，その使用法を指導し，そのた

めにミクロトームが研究に盛んにおこなわれるようになった。

　したがって1880年頃にはミクロトームを用いた幾多の研究が欧米でおこなわれたが，そ

の中でStrasburger（1888年）がアナミドロ，その他を1％クロム酸，　Flemmingクロ

ム・オスミューム固定液，1％ソーダ液などで固定し，ミクロトームを用いずに染色した

り，水やグリセリンを媒体として観察したりして，“Histologische　Beitrtige　I．　Ueber

Kernund　Zellteilung　im　Pflanzenreich，　nebst　einem　Anhang　tiber　Befruchtung”を著

わしているのは一偉彩である。

　ミクロトームの日本への輸入は，生物学の中でも特に細胞学や組織学の研究を推進し，

1896年（明治29年）には平瀬（作五郎）のイチョウ，，池野（成一郎）のソテツにおける

精子発見の刺激となり，さらに1898年には平瀬，池野によるそれぞれイチョウとソテツの

受精現象，精子形成における細胞学的研究となった。また，前述のように1897年（明治30

年）には石川がネギの減数分裂研究にミクPトームをつかった。

　石川（1897）の研究は，減数分裂研究の先駆的のものであり，なすりつけ法が主として

用いられている。材料をスライド・グラスになすりつけてからFlemming強液，弱液，

アルコール酢酸液などで固定し，染色にアラウン・カーミン，Grenacherのヘマトキシ

リンなどを用いた。また，Flemming液や1％クロム酸液を用い，染色に，メチール緑酢

酸，Sehneiderの酢酸カーミン液なども用いた。酢酸カーミン液が用いられはじめた基礎

的研究である。しかも，石川は，メチール緑酢酸液やSchneiderの酢酸カーミン法は，

最も簡単で，殊に染色体の観察に適するが，細胞や染色体をふくらませる上に永久的でな

いと述べている。

　これより前，平瀬は1894年（明治26年）にイチョウの花粉管中の中心細胞の分裂に中心

体を見ているが，生体で水を媒体として観察し，あるいはMerker液で固定しただけで，

観察している。また，池野（1894年）はホシミドロ（ZS’gnema）の接合を観察しているが，

ピクロクロシン液中に一夜入れてから，稀グリセリンで洗う方法をとり，1％クロム酸水

溶液で固定後，Delafieldのヘマトキシリンで染める方法を用いて成功している。

　1898年（明治31年）にイチョウの受精に関する平瀬の論文が東京大学理学部紀要に，ソ

テツに関する池野の論文が同誌およびJahrbttcher　ftir　wissenschaftliche　Botanikに掲載

されたが，いずれもミクロトームを用い，また固定に平瀬はFlemming液を用い，池野

はFlemming液，　Merkel液，　Kaiser液，昇示アルコール液などを用い，染色にDela・

fieldヘマトキシリン，　Heidenhainヘマトキシリン，　Rosenの酸フクシンとメチレン青

の二重染色法を用いている。

　このように，固定染色法にミクロトームが導入されて，パラフィン法が発展し，1900年

前後から以後は，この方法が細胞学の研究の主流をなすようになったが，その補助的研究
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法として，酢酸カーミン法がしだいに研究者の間に浸透していった。

　1921年にBellingが酢酸カーミン法を改良し，その変法も研究老によって考案され，

この使用は二次の世界戦争頃まで続いたが，その他にFlemming，　Bouin，　Carnoyその

他による固定とHeidenhainヘマトキシリンその他の染色によるパラフィソ法がなお盛ん

につかわれた。しかし，酢酸カーミン法の便利さのため戦前，戦後にかけて，1930年頃か

ら1950年頃まではつねに使用され，殊に二次の世界戦争の前後は薬品機具の不足から，簡

便な方法として酢酸カーミン法が盛んに利用された。

　1950年頃からパラフィン法はやや下火となり，新しい機具薬品と新しい技術を用いて生

体観察することや，B－，　C－，　G－bandなど染色体のband染色がいちぢるしく進み，新

しい方法と技術によって核型などが研究された。

　これと平行して電子顕微鏡的研究が進んで，光学顕微鏡による研究を圧倒する形となっ

た。しかし，染色体や細胞構造の一般的観察には光学顕微鏡は欠かせないものであり，染

色体数や核型の決定，染色体の行動の追跡には酢酸カーミソ法は重要な研究手段として現

在もなお，使用しつづけられている。

二次の世界戦争前後まで

　日本の細胞学の研究史を見ると，平瀬（1894：明治27）のパラフィン法によるイチョウ

の“牽引球”（今日の中心体）の観察，池野（1894）のホシミドPの接合研究，平瀬（189

6）のイチョウの精子発見，池野（1896）のソテツの精子発見，石川（1897）のネギの減

数分裂，平瀬（1898）のイチョウの受精，池野（1898）のソテツの受精，藤井（1899）のイ

チョウの精子観察，三宅（駿一）（1899）のマキノゴケ（Makino）の精子観察，岡村（金

太郎）（1899）のヒビミドロ属（Ulothrix）の生殖法，池田（伴親）（1901）のホトトギス

（Triayrtis）の重複受精，池野（1901）のTaPhri7za（子嚢菌類）の胞子形成の細胞学的研

究，石川（1901）のカラマツ（Larix）の減数分裂，三宅（1901）のPb，tlz　ittm（卵菌類）

の受精，山内（繁雄）（1901）のテッポウユリ（Lilium）の減数分裂など研究が初期の，基

礎的なものとして非常な勢いで進展していった。

　これらの研究には，生体の固定染色した材料，固定染色によるパラフィン法が主として

つかわれていた。欧米における研究も，その方法は，これと類似したものであった。

　1926年に藤井は細胞学の進歩と研究方法を述べて，その中にBelling（1921）の酢酸カ

ー ミン法，Heitz（1926）のなすりつけ法などを紹介しており，欧米では，これに先立っ

て，すでにこれらの方法がつかわれていた。

　1927年に坂村（徹）はムラサキツユクサ（TradeSCantin），エンレイソウ（7協Zεz〃2）そ

の他の花粉母細胞を煮沸湯で固定して，染色体のラセン構造を見たが，このようなラ七ン

構造はすでに，それ以前に酢酸カーミン法その他によって，Baranetzky（1880），　Janssens

（1901），Bonnevie（1908，1911），　Vejdovsky（1911～1912）などによって見られていた

ものである。

　っついて，Kaufmann（1926）はTradescantia　pilos■の染色体構造，さらにPodoph5’・

11ttm　Peltat・t〃mの染色体措造を酢酸カーミン法で観察し，　Newton（1924，1927），桑田・

杉本（唯三）（1927）も同様な研究をおこなった。

　下斗米直昌（1927）はヤプラン（LirioPe），ツルポ（Scilla）の減数分裂を，　Belling（1

928，1929）はユリ（LilitM）やヒアシンス（坊’αo〃zZ乃z’s）の染色体の構造を，稲荷山（資生）
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（1928）はキボウシ（Hosta＞の染色体ラセン構造を，片山（義勇）（1928）はインゲンマ

メ属（Phaseok‘s）やネギ属（Allftt？n）の染色体数を，桑田・杉本（1928）は染色体の染色

性を，高木（フミ）（1928）はテンジクアオイ（Pela　rgOfzia？？z）の染色体数を，保井（コノ）

（1928）はアサガオ（PharbitiS）の染色体を，　Sharp（1929）は体細胞染色体の構造を，

主として酢酸カーミン法によって研究した。

　1931年石井（友幸）は酢酸カーミン法によって染色体ラセン構造を研究し，Nebe1（19

32）のムラサキツユクサ，Koshy（1933）のタマネギ（Alliteηz），桑田・中村（1934）の

ムラサキツユクサ（Tradescantia），新家（1934）のアギナシ（Sagittaria＞，　Taylor（1931）

のGαszθ2物（ユリ科），　Telezynski（1930）のムラサキツユクサ，　Darlington（1931），芳

賀　（恣）（1937）のツクバネソウ　（Paris），　Huskins（1932），　Straub　（1936），　Wilson

（1933），Darlington（1935），　Huskins・Smith（1935）のエンレイソウ（各£Z1‘吻2），桑田

（1938）のムラサキツユクサ，松浦（一）（1938）のエソレイソウ，Sax（1930），　Sax（1935）

のムラサキオモト（Rhoeo），　Sax・Humphrey　（1934）のムラサキツユクサ，　Sax・Sax

（1935），Beal（1936）のユリにおける研究などが，いずれも主として酢酸カーミン法によ

っておこなわれた。

　さらに松浦（1934）はオウバナノエンレイソウの減数分裂の各染色体（n＝5）のラセン回

旋数は一定で，その長さに比例することをTaylorのゲンチアナ紫なすりつけ法，酢酸カ

ー ミン法で示した。桑田・中村（1935）は，ムラサキツユクサ花粉母細胞を，アンモニア蒸

気で前処理してから酢酸カーミン液で処理してラセン構造を研究した。片山（1936）はネギ

属の二倍体（2n＝16）および四倍体（4n＝32）の染色体を酢酸カーミン法で研究した。

　山本（幸雄）（1936）はコムギの半数性（n＝21）と2倍性（2n＝42）の双生子植物

の染色体をLa　Cour，　Carnoy－Flelnmingで固定，　Newtonのゲンチアナ紫で染めるパ

ラフィン法および酢酸カーミンなすりつけ法で細胞学的研究おこなった。

　松浦（1937）はエンレイソウの染色体研究を固定染色・パラフィン法と酢酸カーミンな

すりつけ法でおこない，1940年には，水で前処理してから酢酸カーミン法で研究した。

　二次の世界戦争中に出た論文およびその直後に出たもので，研究に酢酸カーミン法をつ

かったものは多いが，Broothroyd（1940）のエンレイソウの染色体のはめこみ，　Sparrow

・Wilson（1940）のエンレイソウの染色体ラセン，芳賀（1944）のツク・ミネソウのキア

ズマ形式，松浦（1944）のエンレイソウの染色体はめこみ，その他があり，戦争直後から

論文数はしだい増していった。

　篠遠（1946）のオルセインと酢酸オルセイン法の紹介，湯浅（1946，1947，1949，1951）

の染色体ラセン構造説の展望，松浦（1946）の動原体の役わり，松浦・倉林（1946）の基

質とラセン系との関係，Lowe（1946）のトウモロコシの根端の酢酸カーミンなすりつけ法，

Cutter（1946）の子嚢菌類の染色体なすりつけ観察法，岩田（二郎）（1949）のAlst7’oemeria

（スイセン科）の染色体構造，原田（市太郎）（1949）のタコノキ属（」Pandanus），ミクリ属

（SParganium），ガマ属（TPtPha）の染色体，栗田（1949）のトウゴマ（Riccinus）の染色

体二次接合などの研究がある。

　辰野（誠次）（1951）は苔類の染色体をCarnOy（2：1）固定，酢酸カーミン法で染色

し，ツルチョウチンゴケ（A4n　ium　Maximowiczii）は♀n＝7＝V（H）十3V十J十！十m

（h），6n＝7＝V（H）十3V十J十1十m（h），コツボチeウチンゴチ（ll4niunz　trichomanes）

ではn＝7　＝＝V（H）＋3V＋J＋1＋m（h）であることを決定した。田中（信徳）・篠遠
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（1951）のムラサキツユクサの核分裂へのカブ＝インの影響，竹中（要）（1951）のタ・ミコ

属（Nicotiaita）の細胞遺伝学，中島（吾一）（1951）のコムギ属（Triticte」n）とライムギ

属（Secale）の雑種F、の細胞遺伝学，瀧沢（仙次）（1951）の禾本科植物の多価染色体，

Goldie・Felix（1951）の液状腫瘍，牧野（佐二郎）・加納（恭子）（1951）の腹水がん｝

田中・加納（1952）の吉田肉腫，大浦（五郎兵衛）（1952）の減数分裂などの研究に酢酸

カーミン液がつかわれた。

新観察法の採用と酢酸カーミン法

　二次の世界戦争後37年を経て，現在の細胞学的研究には新技術，新機具，新薬剤が用い

られるようになり，新しい観察法が考案されたが，パラフィン法は依然として研究の基礎

を成し，また，その補助的手段として酢酸カーミン法がつかわれている。

　現在の細胞学的研究，特に染色体研究にはインドの研究老のものがかなり多く，それら

はいずれもCarnoy液固定（3：1または2：1または6：3：1），酢酸カーミン液に

よるなすりつけ法または押しつぶし法が多く，Mehra・Choda（1978），Sharma・Sharma

（1979），Shanthanuerthy・Rangaswamy（1979），　Joshi・Singh・Sawhney　（1981），

Kumar・Paria・Basak（1981）．　Vij・Chaudhary（1981），　Srihari　Reddy・Rao（1981），

Cherian・Stephan　（1981），　Arora・Madhusoodanan　（1981），　Sheriff・Rao　（1981），

Meshraun・Narkhede・Deshmukk（1981），　Srivastav・Raina（1981），　Singh・Gapta

（1981）など数多くの論文が出ている。

　インド以外で酢酸カーミン法または，これに準する研究もしだいに数多く，田中・田中

（信徳）（1979），田中（1981），Guest（1981），　Camacho・Orozco・Pascual（1981），

Bowker・Halloran　（1981），　Cheng・Bassett　（1981），　Suda・Faden（1981），　Beppu・

Takimoto（1981），　Barlow（1981），　Furuta（1981），　Gaur三la・Soran・Ahmad・Bercea・

Spirchez・T5cin5（1981）その他がある。たとえば，　Furuta（1981）はライムギの染色体

構造変異を見ているが，薪をacetoethanolで固定し，酢酸カーミンの押つぶし法を用い

た。Beppu・Tak三nsoto（1981）はアオウキクサ　（Lemna　paucicostata　Hegelm．）（2n

＝66～84，2n＝40，2n・＝50）の地理的分布と細胞学的変異を見ているが，鶏を室温で

Carnoy液（3：1）で固定1週間，硫酸鉄アンモニウム（2％）で1日処理して，1％酢

酸カーミン液で染色した。

　また，Cheng・Bassett（1981）は，インゲンマメ（Phaseeltts　vu　lga　ris　L．）の減数分裂

における染色体形態を研究しているが，蕾をCarnoy（6：3：1）に24時間入れ，70％

アルコール中に保存し，約をとり出して，45％鉄プPピオン酸カーミンの3滴を加え，し

だいに室温で濃度を高め，45％鉄プロピオン酸カーミンでスライド上に移し，押しつぶし

て観察した。A1－Allaf・Godward（1979）はヒマワリ（HeZianthits　anmeus　L．）の核型を

研究し，薪をCarnoy液（6：3：1）で固定，60cCのINHCIで加水分解し，おしっ

ぶし法でFeulgen染色または酢酸カーミン液で染色した。

　カーミンの代りにオルセインを用い，酢酸ナルセイン液として固定染色する方法が，か

なり利用されたことはすでに述べたが，次のような人々の研究がある。

　Sampath　Kumar（1979），　Chennaveeraiah・Hiremath　（1979），　Madhusoodanan　・

Arora（1979），　Sarbhoy（1978），　Gupta・Gupta（1978），　Jorapur・Kulkarni（1979），

Guest（1981），　Tanaka，　Nor三yuki（1981），　Tanaka，　N・Tanaka，（Nobunori）（1979），
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Suda・Faden（1980），　Yonezawa（1981），その他の研究がある。

　例えば，Tanaka・Tanaka，（信）（1979）はシライトソウ属（（）hionographis）の染色

体研究に，材料を45％酢酸で固定し，INHCIと45％酢酸の2：1混液中で解離し，酢酸

オルセイン液で染色したSampathkumar（1979）は南インドのヒルガオ科の核学的研究で，

蕾を20cCの0・002M　hydroquinolineで1～2時間前処理してから，　Carnoy液（3：1）

で固定し，酢酸カーミン液または酢酸オルセイン液で染色した。

　従来，染色体の数や形，核型は酢酸カーミン染色によることが多かったが，新しい染色

技術として，染色体のbandingすなわち，　C－band．　G－band，　Q－bandなどを染出する

方法が進められ，Stallings・Kieffer（1980），　Marechi・Mezzanotte・Ferrucci（1980），

Manago・Spina・Becker（1980），　Sato（Seiichi）（1981），　Yoshida（Toshihide）（1980），

Weide・Dev－Rupert（1981），　Sato（Seiichi）・Kuroki・Ohta（1979），　Bickham（1979），

Dowjak・Kawick（1979），　Al－Sheikh・Hussain・Elkington（1978），　Tambasco・Gian・

noni・de　Azevedo　Moreira（1979），　Scheres（1972），　Yoshida（Toshihide）（1979）そ

の他の研究がある。

要　　約

　酢酸ヵ一ミン法はSchneider（1880）に女台まり，　Belling（1921）の改良後，細胞学，特

に植物細胞学に盛んに用いられ，1900年以後のパラフィン法のかげに，つねに利用され，

また，その変法もいろいろ考案された。

　二次の世界戦争中，およびその前後は，機具薬品の不足から，簡便な酢酸カーミン液が

盛んにつかわれ，時にカーミンの代りにオルセインが使われた。　　’

　戦後，新しい機具薬品による新しい染色法が用いられ，パラフィン法はやや衰えた感が

あるが，その基盤には酢酸カーンミ液が依然として，利用され，細胞学研究の良き固定染

色法としてつかわれている。
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